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序

昭和57年よリ)}t.j始された団体白太塚J也医は場指仙r;XI立、今年度で、 3年11を迎えるεl'となり

ました。

k塚J也区は、以前から埋蔵文化財包蔵地として周知されておるところであります。 これ勺大切

な文化財を保議ー保存 L、後世の人々に伝えてい〈ことは、紅、たちに深せられた任務であります。

今同ほ場整備により、道水路部分及び削干する部分について記録保存のため発掘調在を実地い

たしま Lた。

調.1f.は、平安時代にかけた住居跡、造物13Gが発見され、この地域の歴史を解明 していくに貴重

な資料が多く得 hれ、ここにその成果の 端を報告いたします。

発指調査に際 して、御指導 ご協力をいただきました関係各位に謝意を表わすと共に、本書が

多くの万々にご活用されることを念 じて付文 といた Lます。

昭和ω年 3月 中之条町教育委只会

教 育 長 塚 山 真

伊l 言 目 次

1 .本，iFは、中之条町大塚地区は場整備事業に伴ない，)'; Ji: ••• •••••• ••••• ••• •• ••••••••• • 1 

FIIJ調査きれた '1-'之条町大塚遺跡群五十嵐遺跡的発掘 例言 l 

調査概報である。 調査に至るまで 2 

2 発11m;淵1tは中之条町教育委員会が群馬県教育委只会

の指導を受けったJiiliLた。

3 発掘s調査の!UJ問は 昭和591j'6月14日-IIR千日59年 7

月26Rである。

4 本;lFの写真 ・トレ ス 編集は丸山公犬が行なった。

執筆は、造物集中医 その他的泣物は綿貫綾下が、

出土鉄製品 。その他の時代の遺物は大塚呂彦が、そ

の他は丸山が行な った。

5 泣~&)整型E は、 JLUI が '1'心となり行なわれた。

6 党指調査 本7!?作成にあたり、下記の方々の御協力

をいただきました。

iヰ馬県教育委員会文化財保護課、中之条町文化財専
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調査に至るまで

中之条町 kJ~地区は、 H円和57年度より 61年度にわたり大腿快な土地改良が、中之条町役場農林

点止び大塚地民間体首は場桜f~H 'ド業組合により:r.陥されることとなった

今年度ほ場主主備事業地医は、 『 俳，I.!~ Vr~ ili跡台帳i向毛編 II Nu3069に記される縄文時代生落跡的

1Ì'ì~liIJì立跡に近接する地域にあり、君下!馬県教育委H会文化財保 IIØ ，;~によリ 1 ;1，場整備i'fl-;toJ也反全域を

試J屈し‘五卜i~J也区において遺縞がは必された tjr之条町教行委員会は、群馬県教育委只会的指

導をうけ、田f農林，，*'こ大塚地区 u. .t~守'，~1耐 '1'業予定地1<1 に埋蔵文化財町内在することを jlfi達した

本遺跡の取り扱いについて町教育委員会は、県教íl委J，l会の指導のもと日lI;'Hz"~との)UJ に協議が

行わIt.出蔵文化財を破I費する辿E晶子定I也を，t，J，81記録保存のための発j¥l.，，1.¥I1;を行うことになった

中之条町教育委只会は党側凋脊を jf うにあたリ JL山公去を臨時職J~ とし、群馬県教育委J，l会文

化財保A諜に発J臨調査指導を依頼し、|両l文化財保，，11.:l' 'jî-嗣 nÆ~ を調作指導-I'iとして、昭和59{ト

6月14Rより発j¥l.調作を実施することに主った

遺跡の立地と周辺の遺跡

中之条町は併馬県の北阿部に位近し、北岐において新iF.~ 県に接する 。 !tf部は小野「山 (1201m )

にl'付、って山地がのび、北部1;1，稲包山 (1597，7m )をはじめとする100001位皮肉佼線により北線

をなす。西部は水戸山(1732m)他1700m級の山地が連なり作坂峠 (1060，")にかけて Lだいに

!氏くなり、南部向者儒山(1181m)、薬師昔 (97401)へとつづき、中之条町中心部をとり開む

解風のようになっている 。 r~j部は吾主川に沿って能地がひらける。 中之条盆地に流れこむ吾 M川

問 JJ川、名久間川流域には数I止の河八九段丘町発1主がみられ、これりのf5{丘而は .!R~ な平坦i也であ

り、 *{i品が散伝し緋地が1ムがっている

遺跡内所イuよ、'i'之条町大'{:大塚1718-1720帯地であり、市街地より北京約 7km 、[I[道 145号

線沿い北側にある 地形は、名久間川イiI;~に発辻する河I;~f立 li 而|で、北部は第三紀の山地があり、

南部1;名久凶川を挟み第四紀火山町小野 f山がそびえる 名久間川は附南部へ流下 L、111之条

の段I王平坦而へと注いでいる。本遺跡は、北部町山地から iAUれする大塚沢町小扇状地l自l上にあリ、

南側は名久田川町f!i丘平田 l而につづいている。

本遺跡の周辺には多くの遺跡が知りiLている。縄文時代的遺跡として本遺跡に近機する(2)j行制

遺跡、 (3)誠訪原泣跡があり、名久田川村fいには(4);:H';'1阜泣跡、名久川川を流下したおfr:山あいに

(5)奥山原遺跡がある。弥'I'}，y代は、中之条町営フール脇町(6)法i出守遺跡 古境時代は、集活跡と

思ゎItる(7)長久保ifi跡、(日)れ久111中学校遺跡、(日)法i町寺土山1Ij自跡があリ、 f此丘として(10)樋塚内JJ't

がある その他江戸時代的水可蝋111)'[IU水宇治跡、主との遺跡が 『群馬県遺跡台帳』に記されて

いる。f;帳に記きれている泣跡以外に名久I日川I山iI;ιの山あいに li'、た る所で縄文土;器片が採集さ
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第 1図 大塚遺跡群五+嵐遺跡の立地と周辺の遺跡 縮尺50，000介の l

I五 1-1<¥遺跡 2術書'1;立跡 3 ;;尻市原遺制 4寄肘 IJf(遺跡 5奥山!京遺跡 6法満寸一遺跡

7長久保泣跡 8名久問中学校泣跡 9法il:l.j寺土師泣跡 l叶遇塚市立1 11真田水平遺跡

12伊勢町遺跡 13平古墳群 14天代瓦窯遺跡

れる。また中之条駅周辺の町並みは、弥生時代的*/i品跡と恩われる(12)伊勢町遺跡があり後期壷形土

器が出土 Lている。樋塚古墳に近筏して名久川八号噴等の:)泊予占Jj'1群が存在する。 さらに1982年

調査された平安時代窯跡グ):14)天代瓦烹泣跡がある。 多くの遺跡は工')>;.~)~による発見や表採として

確認されているもので、今後の詳細な iJ~Aにより多くのill跡が確認されることは疑いなく、今後

の調奇が期待される
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発掘調査の概要と経過

本遺跡は、 I I! ~と i長田 I大塚J也 I ){!l!島 t~i品 '1>1.に先がけて

行われた先制，制作である 訓 ftj，t主!;I新，i):"f定の道路dll

う〉で、 ;0司J'<JM f<'t 1;1 1200mである

調査 }j法はクリソド }jJ¥をはlfJし は場停叫;j道路寸勺じ

I也に 5mグリ yドを z立定 した ク I} ";卜 の 巳制lは磁北で

5. 30' 点制 Lている

，調査は、 H円相59'16!l14日より 20tI前後を(';ELてI;}J

ftfjされた。

調子rに先ヵ、け 6IJ 4 日より緋作物J専の I::'~l、、ク'リッド

s改定立ど，;I.I1t叩怖を進的、 6Jl14日大塚地lメ:lt人クラブ

のお々のf品川を件、|品Jilt;された 。 調 査 は B区よリ開始

され、 19Hまでに!長石 I:ii(1 J/、を検出して 6剖伐を終了し

た 次に C [メーを 1 8 日より 2111 まで行い、此IHm~の段丘τl'

IHJfIiに特1"r1同ヵ、佐必され、事手打除去の結*-1< I宅より何

ら遺構は検:1¥され主かった 20 rIより 7J 1 2611まで A

K凋先を行い、 γ友時代のfU，';跡3軒 Uiil6!ふ

:iu fl品 2 来、配干i~~l)i~ を検出 L た A区館，i2.lfliにおいて

焼上分布が広い範p~に比りれ、訓告iの対決焼失'君主h~ と思

われる 3 り ftJjq跡、また fH'; i!'に j~接して Ué ['，;立椛 2W 

llHi土lii1品、配イi!if.1 J，よヵ、検:1¥L， l iI，~ riを略行させた

本調存により磁 14きれたja桃は、平安時代の{主肘跡3

'H、 ヒ坑17!，~、焼上遺梢2!.よ、配イ r -!t't 1 A~ 、その他地位

itr、跡を検n¥した

遺構と遺物

1号住居跡 (第31'm

本跡は、 A一 村 9 J' 1) ッドに{立置する 市点目illを地

状illfiVfに切り取られている 千刷形は、 UI穴と思われ 16 1 

るP3 . P 4 との I:!. H\ J陥と P s ・ P 6 との IBJ附~ t)隅九 第 2図五十嵐遺跡全体図

}j形を呈する Lのと与えられる iJI肢は南北 6.7mをiJIII

る o qZ残存 ~':j は l自慢で50cm を札1 '1') 、約70. で立ち1: 1;' る
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北壁'1'央部にnIl状の洛ちこ A を確認した。これは平!師形は桁川形を ~L 、規模は長袖 118刷、短

刺180cm、深さ 14cmをiRlJる。また 丙堕'1'央制1¥止ぴ北¥:.1'にかけて喰講を検il¥した。深さは 2-3cm 

と浅く、幅 7-18cmである。ピットは 6本検出きれ、 P3-P6はT柱穴と忠われる G それぞれ

の規肢は P1 長径57cm、短任47CIT、深さ54cmo P 2 直係23m、深さ 8crnoP3 直径42crn、

深さ60cm、P4 長径42cm、短後34cm、深さ54crn、P5 直作23cm、深さ 6cm 、P6 長径36crn

短径26cm、深さ26cmを測る。 P3 -P 6の底fmレベルは 101位である。カマドは検出されなかった。

出土造物はf可ゎ検!:Hされなかった。
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第 3図 l号住居跡実測図
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2号住居跡 第 4閃)

本問、は、 A 7・8グリッドに{立t;t(する ，Hコ←ナ-~11\パ土 l 号住];1';.跡と切')合うが |弘IM'，rQ土

が耕作土のため新IUIJ:不明である 平 I(， i形は附JLkh形を 'I~.iる 境悦は 一点丙4.77 m 、 ， ~j北6 . 23

mを;1¥11るおtl;内長{j:，:":jIj.附喰て"'42cm.北慢で 170mを測る。州 ~t".t共に約70' で立ち卜がる I判壁

の点側 H士 5 全ily にt:t~泌を検出した。深さ 20m 、恥，'， 16- 2cmである。ピァトは20-1'検出された。

それぞれの焼以は PI !Hf己40m、短t子210m、深さ21cm、P2 長径3():'m 制径230m.深さ 15Cm、

P 3 ，!U壬31cm・深き 16Cm.l' 4 直径210m 深さ25Cm、P5 長筏3Qcm 初任 6m・深さ 17cm、

1'6 直筏17cm.深さ18cm、 1'7 也任4(同 深き 6cm、P8 直径130m 深さ 6cm・1'9 庇

f王22Cm 深さ35Cm、PI0 長径31cm. '1'01径26Cm.深さ21cm、Pll Ld千240m.W径16Cm 深さ 15

cm、P12 W壬18Cm 同径l(X:m 深さl1cm、 1'13 直径2Qcm 深さ](剛、 P14 長径32cm・短径

26Cm 深さ l1cm、P15 前任24cm・深さ 25cm、P16-18 k任630m 短(f5lcm、深さ P16 32Cm 

l' 17 13em、P18 8 cm、 P19 [.れ王33em.M壬28Cm・深 さ26Cm、P20 ，![i手2.jCm.深さ28Cmを

測る。この内 PI・2. 3・11. 19・20を i井tiピとし、 P4 . JO . 14 . 16をl.ilJl1穴と巧えりれる。

!よ，Mは南京}jri，]!ニ傾斜し、北Il，'trll 央 *1削よリ IHへ 3m 、 I判明 1 1 -1央北側より ~~へ85cm の1l:1f1: 1;1)鴻が

ある その縦校は悩230m、深さ 3cmを平する また、丙tl.t:II'央直下より点111'1にかけてtfi川形状の

l出床、北喰からのn:IfHIJ溝より束墜にかけて LUi形状のH占!ふがzJめりれた カ7 ドは検:1¥~れ主

かったが、''''I(，iに4ヵ所内焼上分布が検H¥された。そのm似は BI ，{':t予26cm、B2 長径50cm

'l'li王41cm、B3 m壬32cm、 B4 直径30cmを;1¥11る。な お、 BIの分布は 1'7よりのかきa¥しに

よると思われ、 P71;1炉の可能性がある。

fE肘跡内町Jli.的土(第 3-6附)に介わせ、本1立跡1:肘状態を示す

第 I1M kJH1'J:。下町jは(1色粍イiがJ/.>'j'

2 日制色土 褐色料 f 白色粍イi:H.f.rUt入 r; I :;~化粒を含む 粘性、しまり JI~に L つ。

3 附制色土 尚色*¥'，:( 白色料イif，'(( ロームト:(J 炭化粒「を混入、枯性あり

4 日制色よoi:.i"1 3 li~1 よリロームネ"'， rUt入カJ-<同色11.t，が強I'. しよりも第 3府より強い。

5 日制色上司第 4'111ニ比ベロームキl'~ (をJ.-~;tìJt.八 しまリはあまりない。

6 U{'i制色土 ロ ームプロソクが~I~'':;~' に同 くある (貼床)

:1¥土i立物は仁日位、鉄昔告が11¥1-.した 土~~は泊忠'~.l砕片が多( 1"1化IHiiできた Lのl士10/.1である。

lはP191什より検出 L、2と川似の土附託料 3-7 は ~fi 忠誠村、ロ 7 ロ成形、!式部糸切りである。

?の尚 f;fW 、 一部点台:*'1離により底郎訓快泌があり五百台 I!占り f-tけが副l 片に知れる 。 8 は ~fi}l~ ~~ 

.l.iである。 9は質. IO~;1釜 1 .1 I'Mコ ナ 日J)時1Mに出土 した 鉄製品には鉄鍬2.山と鍛iti!由形搾 3

/:(カ、険:1¥した
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第 5図 2号住居跡出土土器実測図

f凶~I~験番番号目 器2i 同 法量 (cm) tiiti置土 昨形成形調子(!)n恨
停s器 Ilff 'iHf 

凶 5 ? 附器 :!.l Pl9 ロ7ロ虞町人!庄市再 2;rl:j P/ '‘ "1部 íi~iJfJ.;糸

l 8.8 4.2 切'1 11.'ま端部 ~JI!.'" 'J形 -::2U:i極的 τ.¥
l:i]rJt3 " ‘、

国 5 2 I凶器 I~51 I 40 I川|ロクロ削3呂田で器ド'/17-¥ " iiI: liI;{ìll~ 
4.0 り~ 1). r4描品調!.'( 小舵τ器高h阪のて』ぃ

I1 I JI! ¥1'12 

(c胎 t<t健成@jli: ff 漫にi 色凋 ~~ t漏r，

'Lfaゥぃ It石P.(O.5・11 ;M入::i)良'1、
ザラつ〈司)完形;:n.1.、何色:5J民筒より u.

晶の 吊U縁にかけて噸咲偵ゐリ雪

ID荒い泊料石町(0.51'lM ¥ ;uへi2I良H
ザラっ 、 1~ 1 -'2 }.Iト樟色

同 5 "古器 1.5 縄上 ロタロ成時九器肉ム2 定 体外部副ロタロ 11 細か‘ Z良好、歓町 ~1 / 4@灰色

3 12.i ， .， 11強い町田I【'1伝来切り
14快 3 ti 

団 5 治.'~:器 1.0 柑上 成田[川転糸切り
1
1細川削刑罰l 4@叩灰色

6.:i 
If. IJI! 
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:<1 5 t内 .'~， t.~ :? 3 IllI 口 7口hX:ff :; 、 ~(ii l~I日l軒、故山リ |色l制力品川町 l II.fU'f 
， 

"“ 11 ， f屯

45 制，~ ~~ 1.1 柑i返却1[11...糸OJ'I I j制苫.<t1HLい"‘L畦主王国l
6 “l 

i中n:色J_"，¥，$P崎ij(痕あ，<
ιr 民j

14 5 n .'~: l~ 三λ I ~ I(II ロクロ成停z 外 1('1 川 iì~i;，作品+テ J明性 内山 1 細か L 〈l 〈J 司Jあ まい、 ~tt:l':A品ノ

(i，l ロ 7 ロJj~{強 litm; ， : ' :dìWUH.' t，ちる -(、 '-4民'j，'，l.1，火色
，:':iiiH柿 f見 ";'1 j ネ切'1~'ü'柄 拘 :: ~ ~ ゐ

145 :rt ，'8 t:~ :;，1) <¥山 ロヲロI止恥‘ 外[!lIl'_l)'ffiヘヲけ rり品作、}く T，細かい:~\ややあま い ー 軟町、叶ラつ

ポ 1!;1'" ，九切リ出品目l内部ロ 7ロザl強い 、，小銭帆j、吹偽色
孟 z児 ミ..，

145 t師 2ぺ 3，9 ，.i 内均十 I~iヘラ J闘争 、.:"句-:，.:ν< 'l'iヵ uH， ，t細かいiJHf‘，王'Jあ')@IHi描
11.5 " 1'"外交 1る J 51略尚色

金t~‘ lJ1 ¥.，リ

14 5 !川昨 JJ '¥山
紐つ〈 リ、 IIHia:ナデ、H桔，%j-J1!J 1Mどり (1::砂本:r;t;，. 、~ ( ザ ラ つ ( :î': ~，ベ'正予 J ， 

'" 
されている縦JfJFn Oill;11小手〈断Ifni;恥状 r.;下 守 l 持i終悩也

iJ ~l 3 本i 量 f現 ，"，，，111 端品・ttリ へ7けf町 内[lti楠1:干の十 干

」間 指r自主1:j-， 1)， IlIA~ で S 的械的

第 l表 2号住居跡出土土器観察表

3号住居跡 (筑6!)I) 

，j>:跡は、 A~ 3 ・ 4 グリ ソ ドに位置する 。 fI:h'}跡的'1'1師形は即時九長h形を主 L、その規院は南

北6.38m、点西4.65mを測る。王紬方位は 118'-50'て'.~t偏する 。 F史上内より~ -:立の炭化物 焼土

舵了が中央部から西日そにかけて験出され、特に西明ではkさ60cmの炭化村が山上 した。床面はほ

ぼ平mである 堕残存向は両日モ35cm 、東墜l&m 、 ~t"，~ 9cm、市i壁20cmを測る 幣は 4墜と L，色主

立ちJ-_がりである。ピソ 卜は 8，f正確z認された 規悦は Pl 長径50cm' ~日後39cm ・ 深き 61cm 、 P

2 1([(壬2&m-深さ2C問、 P3 直径29Cm'深さ23師、 P4 直径160m 深さ 160m、P5 Hi:壬

2&m・"'1律230m 深さ13cm_ P 6 ]f(径16cm-深さlJcm、P7 11¥後24cm 深さ22cm、P81ft 

径19cm 深さ21cmを測る。!軒コ ナーに町蔵火 ( D ~ 1)が傑認された 千1M形は附丸長万形で、

長軸Il&m、知軸102cm_深さ31cmを測る。 lii.上は!府側色土 (焼土粒子、炭化粒 f、向色粘土粒 f、

褐色粒 f を泌入。 粘刊を L つ) である 。 Dー l よ り ~J'iむ器科片が出土 し た 。 本跡床面全域に貼床

カfdめられ、特に束l主側を除き中央郎を取開むよ うに!干さ 15-2 cmでロ ームプロックを混入する

暗禍色土町貼床を成す。床Illi< 1<央古1，において床下 1:1)'((0 ~ 2 ) が検出さ札、その規校は長 ~<h85

cm 、組側17lcm の隅丸長方形で、側部南側でオ ーバーハ /7する 。 床部は弔問である 。 D ~ 2 より

遺物は検出されなかった。1土hsi跡内向堆干j'i士は

第 l層 世褐色土 褐色*u、ロームポF千、1'1色杭 fをiLt人。炭化物、焼土松チを多量に泌入

Lまり)，干弱い、粘性あ')。

抗 2Jr1 ~&褐色土 ロ ムブロック出入、 しまり 41:-出に強い MI本li1。

tn31M 明褐色土 ロ ム料 f、白色粒了、灰色粘土粒了出入、 しまりやゃある。

第 4階 .1.'.¥尚色土 ローム粒 Fを多量にtit人 し、他に白色粒子、灰色粘よ粒 f、ロ ム漸移!日

-9 
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第 6図 3号住居跡実測図 (上段貼床、下段掘り方)
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第 7図 3号住居跡出土土器実測図
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ブロソクを出入する。しまりあり o

1l¥5層児尚色土 ロームド" ( ロ ムプロソク ロ ム漸移層プロソクを混入する.

m6府 引網色上。ローム粒 fを出八 しまりなし

m 7'百 旦HM色土。 61(11υl様であ るが、 出色叫、が弱い。

カ7 ド{立、*幌市コーナーよりに伶;在する 北11刊は耕作により削干される フランは馬蹄形を

虫し、東墜を限り込んで問築される。令k ll&m、焚 r1中fl¥90cmを測リ、Jii止は N-130・ Eを示す。

掘り Jiは床曲lより llcmiりNrq形にjf.fJり込み、火山としており、約50' の傾斜で煙i且imが立ち 1:る

焼土rmは 2府あ')、上部焼七は 2cm f，!:1ftW、ト百1，焼仁は 8cml'，'JIt.mする 焚 U部-1-，-袖に半い宜山

忠告!日い、 flll.ri補強に粘土がある。ニの粘土は火炎のため"¥'0<、 l.fろばろであった。

N"'，(llfr ~; 出 I，~ J、'" 11¥1 山町 仇W tE ・，~--n俣 l 肩;L~ll色 !R~1直作円u 色調写UilY，1'-: ，，{ dr ~; よF 月iI;;日 IJj~ lih正 i，i::Ti 

['<] 7 ;f¥ .'!:出 u 11 .1 i'UI '1¥1111 ロ7口I/(形I.ilt;j -;じ ri(n，i!IIJt:. +:1;1] 1) l制かい‘軒ir'l'，(UコI!UTI，tt八'ilHf
d富市毎堅調作 111 ，~1;ぺや i 花、;. 見込品ロ ザ h<，，l訓じれJ川色 内向片側側色
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。t 1¥1:; えし山あリ J七器n

[t] i 肉也t.f ， " 人，~I ロデロ~"( ~; o 2;1可 七 'k~r.昨 I~; ロ 7 口 11 ，1細4・L 、HliけrJ，:i!llll ，!~入 ~ >;，~，
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第 2表 3号住居跡出土土器観察表

土 坑 、 焼 土 遺 構 、 配 石 基

本遺跡において土坑lH~、焼土遺縞 2 J，止、配イi~t 1 )~が確認きれた。 ill梢確認 l両は 1 -12、14

号士tえはローム面、 1 3 ・ 1 5-17号 上坑、焼土J立押~ 2 A~、円è1i基は暗禍色土府で検出 L た。 171島町

土坑のうち 7!~は、 C -3 ・ 4 グリァドに集中する。1:遺跡土坑等について規悦 ・ 形態を一覧表に

し、将兵なものについて閃化 Lた。

岳号

2 

3 

4 

3 

6 

7 

ぷ

9 

10 

W~ 境問 (cm) 位置

十首j断由 長祉問注目巨さ グ'J，~ 

1'1 U 118 118 回 B-Il

円 皿 j9 " 141B-2 

1'1 血 !11l 出 151 C 3 

1'1 圃 l仰 94 151 C .3 

1'1 U 56 ら! 241 C-3 

情円 四 l訂 115 13IC 3 

1'1 皿 ;6 69 訓，1C-3 

ド] 皿 126 123 301 C-j 

1'1 U i2 59 wlC ~ 

1'1 U " 47 5 1 A J 

⑮ 
冨:日

:1: l 
揖4 番5;

1; 

，n物 千 蜘断的l

吐百 11 1'1 U 
12 1'1 U 

(，汗 13 同 円四

11 t< 1i ff; U 

if2個 15 1'1 U 

16 高九lili 皿

隅Jt'，I! U 

18 lζ 怜1'1 皿

19 円 皿
2，'、 f、開l

1
13号土坑

T@7M 
一面
百土坑一ーで士二万「

第 B図土坑、焼土遺構、配石墓実測図

-13ー

境 19.:¥cm 位置 出 t
情 .f， }ζ{王 l';i{f 探き グリ ト 占物

制} 61 401 A J 

42 4u 331 A 3 

113 82 221 A-:{ りf
164 9() 2018-; 

79 53 351 A-5 

12E 110 26IA-) 

91 59 711 ;¥-6 甘1: 車石 品i化物Jt人

181 " 2.51 A-6 配手i-g
103 l旧 21 I A -.1 • ，J'I..'~.&I {， J; 処土遺構

初日|骨代 後世情

18，配石募

てミ~'9、盟土温情

. 
ヒz

き'・

一



遺物集中 区、 その他の遺物

泣物集中区は、 A -4 グリ ソド、~ ~;'fì:h号跡北コーナ-{fI) lこ佐世する 平面形は台形状を弔 L

長納 l位m、)<J軸 O.9mて'レンズ状にあリ、 3~J-f Eh奇跡!よ[fiiとのレベル差は12cmを測る。

また、その他的泣物として平安時代的グリッド :Hi:泣物む介わせ記す

第 9図 遺物集中区、その他の遺物実現l図

挿同番号 器 神 法量冊 i 出土
器形、成昨、 J司t'''ll間

開i番号 器 器I~J 日出 庇佳 位百

ロクロ岨似器肉:.11%-定 11持品強〈外
I~ 9 iñ 忠 2~

集中K
!ι 見j主部ロクロ II強い 町田1i]ult.ム才、切

l 1 [2.9 5.¥ 
'1 端部屋~tt14恥4 1. 

ロクロ成~; 日間均 主体部[I(時的 rH.
同9 坑iit器 部強〈外I又 凶主品ロクロリ強い rj~ìm右

2 I i 4 2 12.4 5.0 集中H
1"11.品切'1I司駈 1(，

ロタロ成ii 器内:1;1- 主 LlHim外H
凶9 iJl!b器

t.3 !いi13.oIIT制l刊州| 描叫鵬部踊焦』笠
3 

F除 4 '. 
14 -

。 5 IOC"， 

a - 一
'ì'帖 I~制$遺(fl~色~~i杭

J、細カい3 軽イil合(().5伺悶 tli人事やや

ムまい 軟質(]23@自快色⑤内外
両に同i主主あ，)，

T細か¥{善良if軟町;t3/H!)nr." 
色引句件面時世せもあり唱

I 細か~~'良肘軌fI;P5/6xli! 
引火山色@'内外l面自助1杭あ '1，



149 内企持
|ロクロ附川叫 ノl、細かい 小IIitt人之ゃゃあまい軟

5討 Ij.'l'V 粍叩.r'.':îrìll.!'rトナデJ闘がの外間十る ~i い[，，'[ 町干ιWI'II'k色

同問 1 出TiH蝿 古 r!'E訂iuljfl;晶切 '1

t49 九日!:~
ロクロ宮町:出句正 1I出$昨足腰部 守細か'.+f\ ， ~~~n~ 教!'!J1 3 

5 5. 1j ，1) “。 tt '1'1' 
尚ti内岡+テ調型 咋相する匂.、付内fi 1 1'1

"
¥色.，'.;:Lあ旬、明色む!::L

品古(，t筒 在品。'II~晶叫 '1

ロクロ fA~; 器内定 11 H:;~外厄樫部 、f細かいがやや総且肝、 +H~つ(

!IAJ[i 
ナテ調~} (摘(，)1 外部外的j唱，1::出あ リLているみ体部 1/ ，1~ 阿白色

4.0 15，0 リヮ同 ? 

14~， 1 山口H両 f現

ロタロ喧Ii f~部外的i ロクロ H強い uH t細かい併、ベJ良針主体部 1/.1 

149 ぬE器 m;昨日 仏;}{;r句由札1)ををあ '1士1:干明 1 (1"k色
411 14，1 ~-， I'I毛

出riH同 (現1

149 M 紬
阪国，、の'):j(::);)(聞)， IIH部外IU Iややめ，:J:良'M1〆3({:::.;;，'坑

H 4.¥ 18，0 H，H よ 1.
る t:jfilJ;r:':i<ri酬 を け る 旺1m回転 開也

14仇4 陶器問 ヘラ国リ端部ナデ 岨部lI.i~部を除き地細

刷毛l''1 

149 民 抽
体部下半::!LP"をLつ尚fil!-.HJ:l引を ①良時②良軒③体部~口樟部生:lJI

9 3，0 j J慎 A-3 主するが 1去の掛り，jきJEtい 腰部 @匝白色

1'~， 4 陶昨向 現l 1"1古内欄+テ、白品川も;ヘラ切り 内面見

込部を肱き抽柚「

同9
併殺の1"い品f1行jtる柚括討ほと i明WlJHf{J"A部2/3'J)::.i:¥、前

10 ，'，睦同 22 -1 6.3 A-S Jr/ < ~. ¥， JJUHで問団を除"て抽柚一見込 m色

H開I(4 (現 1mに片岡リ 国;Il主h地学れる

第 4表 遺物集中区、 その他の遺物観察表

出土鉄製品

本遺跡より検出された鉄製品は、 2・3号住川跡及び13号土坑内 3j立摘から:JJ土 Lている。

2~J'f tJ!I;'跡からは1ilIOL，11 ' 2の鉄微2点と鍛治胤形搾 3点が検出されている。 3号住居腕、か

らは、鎌 l点、万(-1 円、~r 1 点、不 '~J 5点、 3世ィ白地形j事2/，i、の{};ij-l 1 /~が検出されている。 ま

た、 13サ土坑床直では ;i'l10817の刀 fが 1内検山している。

、《は :1¥ L f，i. ;7( 製品品 温(，松態
現存，it 刑政 f~( :tm " l街 4 
tk 4ヨ 恥i 1・l き 市llt

l 2りIUふ1M
1性 Jt;1li欠III 5，5 

行t 2.9 0.1 16 
N札 11 事 1.1 
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第 10図 出土鉄製品実測図

その他の時代
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縄文時代 本泣跡の縄文時代の遺構は 1-12 '15~j-土坑がそれにあたる。土坑内からの遺物は

J!o'n:;に少なく、打製石斧、，w院名々 1/.~が検出されただけである。遺跡内ttmは土坑群であり、

F凶の 5l~ が包合府内出上上保である lは繊維を?イ!する 縄文前期。2li/I保縄文である。3

は口紋下部で降'出により区両され、十字状工具により段杉文状的文様を施している 4は無文に半

載竹管による、F行沈線を垂下させている。 3 . 4 1;1縄文中期、 5は口縁部装飾突起である。縄文

後期。 6は打製石斧である。 1"遺跡における出土上保は微量であるが、日1上イ[昨はそれよりやや

多い イi~;i総数は 38 出である o :?ii時的知内訳は、石織l山、打製'{i斧 3

不定形1.i~';~ 3 .I.'~~ 、手1I片 27 1.~ である乞

弥生時代 -1<i古跡において弥JL

時代的治情は!i((IJ!.されなかったが、

包含/1'11人11!lt二上r.告のはとんとが~1

121宮lの崎、'1'.'" J則的土持群である

1 - 4 は ~il部から I，j にかけての破

片である Iは細かな羽状縄文を

地文に深い俄走沈線で文械情J止し、

沈線H¥Iに刺突を施 Lている。 2・

3は縄文をJ也文に浅い償位沈線を

有する。 4は細かな縄文士地文に

深い沈線区l剖を行ないニ角中'I突を

場。l議U2

4捗U
duL5q 

第11図 縄文土器拓影図及び石器実測図
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6は無文に横{立5 IHぇ撚の縄文R!~ を I也文に横i立沈純文を有する円紋部である。地している。

その的 Fに桁ツメ先による刺突7は6l'単位向仁只により荒いよH状文を地きれ、沈総を有する。

8 . 10は細かい時11-[;日を地文に 8は横伎沈線 10は4本日櫛幽によ丈が等IHJ隔に施されている。

9 . 11は縄文をj也る斜}j向のカキ Rがありその下に償i走する守間隔止めの簾状文を地している。

文に祖い櫛病状L-rt-による波状文が縦走する。 11は!i.':!k工具により 4本垂下する沈線が施しであ

る。 12. 13・14は条痕文である。12の条痕は工具が一定 Lた怒ったものを使用 Lている。13の条

11{は頚部よりでは主J万|旬、 1>4部では横方rUJの条痕が施されている。 15. 16は表衷条痕文土器であ
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弥生土器拓影図第12図

おわりに

本年度の発J屈調ftによりギ安時代のfj居跡等がU在日立されたことか り従米いわれた縄文時代の泣

跡は本泣跡扇状地よリr，':i~ 、白地であることが千112される。来年度にお L、て引き続き同地域的発掘

調査が行われるため発掘調住総合計はその終 f後山すことにし、今 ~'I は概要報汗 と L た

発J屈1I凋咋及び慨安報告，'!'fhxにあたり、御I.:id君、 i卸HIJ，3をいただいたIRI係ぷ機!日j 関係再各位
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